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 コンピュータを利用して情報処理を高度に効率化するインフォメーションテクノロジ（IT）

の展開によって，われわれはコンピュータとますます深くかかわり合うようになった。オフィス

業務においては，その多くがコンピュータ化されており，ネットワークを介したコンピュータの

利用は欠かせないものとなっている。このような事情から，文科系の大学においても，（1）コン

ピュータの基礎について学習するとともに，実習を通じて機器／ソフトウエアの操作に慣れるこ

と，（2）コンピュータネットワークの基本概念を理解し，コミュニケーションプラットホームと

してインターネットを利用する能力を養うこと，及びそれらの基礎となる（3）情報（対象）に対す

る論理的な見方や考え方（論理的思考）を養うことなど，は一般教養教育における主要課題の一

つとして広くとり上げられるようになった［1］一［9］。

 上記の項目（3）はコンピュータネットワークの利・活用をはかる上での基本と考えられ，大学

におけるIT教育を進める上での重要な課題となっている。本研究では，今後のIT教育を効果

的に進めるために必要な「学生の論理的なものの見方や考え方」の現状についての知識を深める

ことを目的として調査検討を行った。

資料と方法

 文科系大学（1校）における一年生を対象として，2002年6月～7月の間アンケート形式に

よる調査を行い原資料を収集した。調査は学部の特色を考慮して2っのグループ（グループA及

びB）に分けて行った（有効回答数：グループA，125；グループB，75）。アンケートの回答結

果が客観的に評価しやすいことから，アンケートの各設問として初歩の数学問題を採用した（資

料1一資料4）。アンケートでは，与えられた問題の解決に当たっての考え方の手順（何故その

ように考えたか）についての説明を主眼とし，併せて問題の解答も記入回答することにした。問

題は，四則に関する問い（問題1），図形に関する問い（問題2）及び数列に関する問い（問題

3）に類別され，それら3類別のそれぞれに3～4問の小問題を設けた。設問の例を参考として

末尾に付記した。
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 原資料として得られた「考え方の手

順」の説明については，各回問題につ

いて5段階別の相対評価を行い，最も

高い段階については得点5を与え，以

下順次4．．．1と評価した。又，これ

ら得点を，上記問題1～3別に合計

し，それを各問題それぞれの得点とし

て評価し，以後の検討のための資料と

した。

 上記問題1についての得点を三間の

等しい4階級（階級1～IV）に分け，

得点分布を調べた。図1に示されるよ

うに，グループA及びBのいずれにお

いても，最も高い階級1とそれに次ぐ

階級IIの合計は全体のほぼ90％を占

めた。

 それより下位の2階級III及びIV

では，問題に対する理解が不十分のま

ま解答した例が多く，問題に対する取

り組みが適切でないものを含あて，そ

れらを有効回答としなかった。
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図1 問題1（四則に関する問い）における得点分布

結果と考察

 問題1～3の合計得点について，問題別の構成比（3問題別うちわけの百分比）を求め，それ

ら3者相互の関係を三角図表によって示した（図2）。3者の関係は図表上の点の位置によって

示される［10ユ。それによると，グループA及びBのいずれにおいても図表上の点の分布には偏り

が認められ，問題2における得点は，問題1及び3に比べ，相対的に低いことを示した。この結

果からみて，四則，図形及び数列に関する3つの問題のうち図形についての数学的な見方や考え

方は他の2っに比べて不十分ではないかと考えられる。

 近年，大学生の数学に関する学力低下がさかんに論じられるようになっている［1］一［3］・［11］。一般

に，「数学的なものの見方や考え方の適用対象は自然現象に限る」と考える傾向が強いが，実際

には自然現象ばかりでなく社会現象や人文現象も当然適用対象となることは言うまでもない。そ

れは幅広い現象の説明に適用されるのであり，図形を通しての説明は，そこでの主要な柱の一つ
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となる［1］一［3］。

 このような視点からみて，図形認

識に関する学習によって数学的なも

のの見方や考え方を養うことは大学

基礎教養教育において重要な課題と

なると考えられる［12］。例えば，グ

ラフ，ベクトル，行列などについて

の基礎的学習は表計算ソフトの利・

活用に不可欠である。また，投影，

関数，写像などについての基礎を
                   問題1                     問題2

学ぶことはコンピュータグラフィッ

クスやコンピュータアニメーション

などのソフトを利・活用する上で不

可欠である。さらに，IT全般にわ

たる「オブジtクト指向」ベースの

展開の中で，エンドユーザに対し

ても，数学的な見方・考え方が一層

強く求められるようになってい

る［9］・［13］。

 前述の検討結果からみて，図形認

識についての学力は相対的に不十分  問題1                問題2

とみられ，教育の場ではそれを補う     図2 問題別得点階級別該当者の出現割合／度数

ための種々の工夫が必要となる。当

面の課題としては，グラフや模型等を利用して，視覚を通じて論理的思考になじませること，そ

れと同時にそのような試みを短時間であっても反復して行うことが必要となろう［6］・［9］・［13］。

 前述のように数学的なものの見方や考え方は自然現象，社会現象更には人文現象など幅広い現

象の説明にも適用されるものであり，ITの展開に伴って現実社会でもそのような見方や考え方

の必要性が強調されるようになっていることに注目する必要があろう［14］。
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付．アンケート調査における設問（小問題）例

（問題1）

    次の計算の手順を示してください。また，計算結果を示して下さい。

                一？×号÷（25）÷5

                 （出所：教科書ガイド中学数学1年（資料1），一部改変）

（問題2）

    次の図が示す立方体において，点Pが辺BF上をBからFまで動くとき，∠APCはど

    のようになりますか。次の（t）～（＝）のうち正しいものを一つ選んで，記号（i）～（＝）で答

    えて下さい。また，そのように考えた理由を書いてください。

                  D         C
     （■）変わらない        1    燃麟………欝

     驚雛A繕…懇……醒tttb'

                 w：i
     ωその他 「矯1響…G

   ．／ H

  ノ！！

 ノノ

   （出所：教科書ガイド中学数学1年（資料1），一部改変）

（問題3）

   次の［＝二：］に当てはまる数字は何でしょう。また，そのように考えた理由を書いて

   ください。

             1， 1， 2， 3， 5， 8， ［＝］，

               （出所：チャート式基礎からの基礎解析（資料4），一部改変）
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